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高等登錦豚を作って豚の改良を低生しよう
沖縄 に家畜菅録 協会がJIIHr_されて家畜の誉

録事業が開始 されてか ら既 に8年--になる｡ こ

れは家畜の改良 に巌 も効果 を現 わすのは′家畜

を管i;長す ることと､共進 会のHl･J催 に依 る所が

大 きいと云 う事実 に基 いて設 ;/A.された もので

あ った｡ この 8年間の間 に沖縄′家畜登録協 会

が恢扱 った′家畜 (牛 ､馬 ､豚 ､山羊)の頭数

は 2万三痕に及 ほ うと している｡この内種豚 と

して管錨 された ものが約 5,000頭以 ヒに

達 している｡

戦前は県外 か ら移 入 された優秀 な純粋種 も

柁高揚 か ら払下 げて もらった血統 lELL､もの

も家畜 の誉錨制度 がなかったZ:い二雑交 されて

系統不明 にな り信頼 出来 ないものになってしま

い後は どうなったか判 らな くな り改良の実 が

挙 らなかった｡

誉錨 された豚 か ら屈 まれた子豚 も柁豚登録

の前準備 とも云 うべ き子豚萱.言Llをして置 いて

′巨後 8ケ月以 上 になった時種豚萱錨 申請 をし

合格 すれば柁豚登録証明ヲ芋が交付 されてその

資rFi-が保証 され ることになる｡

子豚 が登記 され るには次の条件が比､要 であ

る｡

l.同一rV■健 の登錨豚 のlHrJに'f:.まれた もの

であること｡

2.t',,'l種 の 体 型 ､梁門 ､特 徴 を具 えている

こと｡

3.発育 が良 くて見 た所)]り(:体 に巽'活がな

いこと｡

4. 1F_常 な乳頭 が 12以 ヒあってその配列

が l仁しいこと｡

5. 皮 膚 ､毛 もIli'Eが山 いこと｡

6. 同腹の子豚 が 5要点以 ヒあること｡

この子豚 が乍 後 8ケH以 Lになって発育の

状態 が｣追い峠 に用豚管i;iの申:iF'言をして､燕査

LHがfiB豚解任標準 に もとういて滞庶 しその得

).'j.が 70∴■.1.以 卜あれ｣よ手刷客として管録 され る

ことになる｡

この柁豚骨錨 された雌豚 が f:_後 10ケ月以

[･_になって柁付 されて F豚 を))riみ柿雌 順 )ili子

検''iIを′安LTて合柿 すれば.I.-,･;Tii菅鎚牌 として,証

明 され る｡ 10ケ月以 ヒで柁付 された ものと

云 う条件 は滞 い豚 を代 々繁純 に供 してゆ くと

次第 に F一孫 のYfJfJでが退化 してゆ くか らそれを

防 ぐ意味 か らであ る｡

--:.iTJ'';億鎚JJ如 二なる条件･の種雌豚J)liT一検誌 は

次の通 りであ る｡

l. 'JT娩 した棚 倉の +豚 の数は次の通 りで

なりればならない｡

バ ー ク シャ ー 7虎以 ト

- ンプ シヤ ー 8 ,,

チェ ス ターホ ワイ ト8 ',

ラ ン ドレー ス 8 〃

2. 坐))-F.f-Jl家中に次の LJ叫iがあれば検Iji三を

･更ける>行桁 がなくなる｡

(イ)陰墨､JJT-ltLl･･:･､- ル二ヤ､鎖 JJT.(肝門

がないもの)J作目1-_()作にJrr_J"Jが川 いて

粍J/kが牌 か ら排糾 され るもの)0

(ロ)孔yJfiが12佃 に満 たない ものが2J.与り

以 卜ある似 合｡

3.fJ{成y'点数･･-･これはJ'ti･U)ltf豚 につけた

(一豚 が 21日Hに8',別以 LfJL,ていなけ

れば検定 を一三日る現株 を失 うが､その残

っている (一順の数 によって!烹紋がl)-･えられるっ

バ ー クシャ ー

畑約 Gy-B7"8"9"10頭JJjL

標 ∴▲L,-I 1 2 :う 4 5

(2 )



- ンプシヤー

チェ ス タ ホ ワ イ ト
ラン ドし く

頗数 7頭 8′′()′′1日〝11噸以 仁

標点 Ⅰ 2 .'与 4 r=)

4. (一服 の総体 屯

'Jy絶後21ll11の′l--./I･[･り'(r-.;;i;の 屯.さの

成,1lrf('よって点 数 が lJ-･ヌ ;Jl,1.

線維 ･Tf.30kg以 卜 二ir:,′′10,IZ15.".r=)0:I

標 点 l A? ミ 4 5

5.登育斤度･･････これは'Jy;収紹2 1日日の

[･順 ('つし､て一 番ITlIい (-)J容LL- ･舟陀 い f一

豚 との体fT号の弟 が少 い 1,a)f■J.い い∴■.i.が rX

れ る｡例 えば 一命 ･Tiiい(一豚 /)･√)kg (10斤 )

あって一番催 い子 牌 が句.5kg(7.5J千)あれ

ば75%のプ芭fJ<斤度 と LCI采 .:lさjtる.

川]ち
碓何片度 60%以 L､70:′75:′8():′85:I

標 ･J･- J '2 ,'与 4 5

i/A.Lffl】如fi放 ､ f･J嫁総 体 ･T･.-.､碓ff斤度 の 合

汁,I:.･'.が 9,･烹以 ヒあれば.I::;耳管録 順 ヒして合椅

するわけであ るが､9.･.5t以 1-.の場合で も育成

頗放､子豚紹イ本･T壬､発育 斤度 の†‖Jれ かが採∴-.1､

港-,tl軽のllk低 に達 しない揚 合は介櫓 出来 ないの

である｡

6. 次 の歩哨 があれば (一豚 ･州 につ し､て 】

.I:]:.づ 減ゝ点 され るo更にI'i] ･の減点 リiJ自

(イかLjにl!1-･]係 す るもの )の 卓,の が -A.91貞

(イ)柁類 の,Ft=ri門'､特徴 を共 えない もの.

(ロ)孔虎 が 12胴 (:満 た ない 1,のO

.L::;耳管錨豚 は以 ヒの様 な条件 に合柿 Lた t,

のでなければ な らないが､今 ま ぐU)J叶沖縄 に

は.'.1:;7,-r=登錨 に合格 した牌 が -iTLl'iど,rL､の は桟

念 であ る｡ .I:.iTt=f誉錨 の外にLR-(IY.:辛.I:,･;写登委譲

と称 す る舷 ,.,'.I;の焚橋 の t,の もあ るが これ も今

ま~し･の所 まだ出 てい ない｡

.I:,];7,1-;背録 順 が車んぜ 仁,il_る11t吊lを.掛lJJす る

と次 の ことが云 える｡

1, 追(L三r大Ⅰ子が圃'道化 されて､ その 7-イ系に

は悪い額 田の ものは拒 まれ ない0

2.山門の肉 が 多 く収 れ る(杏 )乍l_Jを してい る｡

3. を,椎 の作.'Lf'Fを も一,てい る.

4. (一順 LJl総体 L民が屯い ことはけ1=Lの'Jl泌

が 多､lこ とを示 してい るO

.r:).F■J-J･り'ii(/r)T川東の終 々の1本･T･HI差 が少 い

ことは どの乳頭 も､I-''-均 して よ く孔 が出

ることを証U月Lてい る｡

(). 州汀i･頃若'[の 多いことは L一人の /-をJ)(i-:む

性門が .タ)ることの.iJ仁であ るo

以 卜の様 7'..Lニri''Lr't-を持っ豚 か じ,確 まれ た もの

を育 てれば繁如川 に して 卓,.肉川 に_lI:Jl'lHTて

ち.推4,が ､告JF(に lJkJ))rJ-ることttH過 し､ないの で

あ るか らんtJf･:この様 ti:順 を′JllLl.LhL召中経 の

超順 菜をイ[刷 に矧]卓させ る十剥,tj41:,てい る｡

沖純 にはlHJ違 -,た古い諺 (ことわ ざ)み た

様 な 手,の が あ ,て豚 の改 山 を J)LくLL,せた様 な

感 がす るっ

｢孔 クチ (孔頗 )は少 い)J-がl辻い 1 〔 とか ｢

哺乳中のr別 家は:)ffせ る順 ほ どJさい順 .だ とか

云 ほれ て水たの が それ であ るO

-皆の改 止 され ない小型の豚 に孔ii貞が Jl=IF,

喧 嘩 す るで あろ うL又孔畑 が く一)招 き合 一,て

し-ると孔 のけJ.JJH,少 いの であ るo現 今 の豚 は

大JFJ_)(こな-)て胴 も良 いか ら孔蛸 も12佃以 Lが

晋求 され その･tff_び)Jも触 りもII･-.しくなければ

な らない と してj)る｡ そ うなりJtは 多絹 の f-

はfJTて きれ な い ｡

(日 越 国 吉 )
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